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【論文】
鹿児島大学医学部保健学科紀要
32（1）：11–20，2022

島嶼をフィールドとした看護学実習の有用性について

―学生の実習レポートの質的帰納的分析による検討―

金子美千代1）2）、春田陽子1）3）、稲留直子4）、森隆子5）、丹羽さよ子4）

要旨
我々は、2015年10月から2019年３月までの５年間、離島・へき地をフィールドとした地域での暮らしを最期ま
で支える看護職の育成に取り組んだ。本研究では、この育成プログラムの一環として実施した、島嶼における
看護学実習による学生９名のレポートを質的帰納的に分析し、意味の類似性を基にカテゴリ化を行い、島嶼を
フィールドとした実習の有用性を検討した。その結果、学生は、【離島の保健医療福祉における条件の不利性】

【自身の既有の知識や体験では測れない対象の生活への理解と尊重】【地域全体で支える連携・協働の重要性】
【患者と「ひとりの人間として関わる」重要性】【対象を「生活者として捉える」視点の重要性】【対象の「生
きる」を伴走する支援の大切さ】【看護職としてのアイデンティティの再考】を学んでいた。つまり、学生は、
対象の暮らしを最期まで支えるために必要とされている能力について学んでおり、教育フィールドとしての島
嶼の有用性が示唆された。

キーワード：看護教育、島嶼看護学実習、在宅ケア、認知的不協和 

緒言
慢性疾患の増加、医療費の高騰、医療の発展により、

在院日数が短縮化され、医療・ケアを有する在宅療養者
の増加が見込まれることから地域包括ケアシステムづく
り1）が推進されている。これまでのような病院完結型医
療・ケア体制では在宅療養者の継続した支援は困難であ
り、多職種が協働して支援するといった、地域完結型医
療・ケアへの転換が求められている。しかし、看護基礎
教育では、「在宅看護論」が1996年に導入され、2008年
には統合分野として位置付けられているが、近年まで看
護学生や病院で働く看護職に対し、主に病院の中で提供
する医療を中心に教育がなされていたため、退院後の地
域生活の実態を熟知して支援した経験は乏しく、在宅療
養者の生活に応じた支援やそのための多職種協働に対し

ては未だに試行錯誤している状況である2）。
このような社会情勢による看護上の課題に対し、我わ

れは、平成26年度に鹿児島大学医学部が採択された文部
科学省「課題解決型高度医療人材養成プログラム」の

「地域での暮らしを最期まで支える看護職の育成」に取
り組んだ。本教育プログラムでは、本学部4年次から卒
後３年間かけて履修する「ベーシックコース」と、３年
以上の臨床経験を有する看護職が、３年間かけて履修す
る「アドバンスコース」を考案し、対象の暮らし方や価
値観・意思を尊重しながら必要な看護を提供できる能力
を育成することを目的とした。その具体的な能力とは、
その人らしさを尊重する能力、必要な医療・ケアを計
画・実施する能力、状況・環境に応じた工夫ができる能
力、地域の資源やサービスに繋ぐ能力、専門職として自
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己研鑽するといった能力である（図１）。この能力は、
地域ケアを担う看護師に不足する能力や期待する能力等
に関する先行調査より抽出した3）。

その教育フィールドとして、実習を島嶼・へき地で実
施した。その理由は、鹿児島県の島嶼・へき地は少子高
齢化、医師や医療資源の不足・偏在化、高齢者を地域で
支えるという、日本が抱えている諸問題を先駆けて経験
しているからである。そのため、限られた医療資源や環
境の中で自己の看護提供に責任をもち、適切な医療・ケ
アを実践する能力や多職種協働能力、倫理観や判断力な
ど看護職としての資質など、地域完結型医療・ケアに必
要な能力を習得するのに適するフィールドであると言え
るからである。さらに、島嶼・へき地で学ぶことで地域
独自の多様な文化（価値観・生活様式・風土）に触れ、
人々の暮らしの中に入る体験を通して、生活の延長線上
に医療（生きるための治療）があることを体感し、対象
が独自な背景を有する「生活者」であるということをよ
り明確に実感して捉えることができると考えたからであ
る。つまり、島嶼での限られた医療・介護資源での看護
実践は、「対象を生活者として捉え、その人らしさを尊
重する」視点を育むことを可能にすると推察した。

そこで、本研究の目的は、本教育プログラムの一環
として学部 4 年生に実施した島嶼での総合テーマ実習終
了後に提出された最終レポートの学びに関する記述内容
を質的帰納的に分析し、島嶼における実習が学生にどの

ような学習成果をもたらしたかを分析し、島嶼をフィー
ルドとした実習の有用性を検討することである。

研究方法
１．研究協力者

対象は、ベーシックコースを選択している学部４年生
で、T 島で実施した総合テーマ実習の最終レポートを提
出した学生のうち、研究協力の承諾が得られた者とし
た。

２．データおよび収集方法
当該実習終了後、１週間以内に実習担当教員へ提出す

る、「実習を通しての学び」というテーマで記載しても
らった最終レポートの記述内容を分析に用いた。調査期
間は、2017年８月下旬～2018年８月下旬であった。

３．総合テーマ実習の概要について
本学では、４年次の夏期に５日間の総合テーマ実習を

行っている。本実習のねらいは、学生がこれまでの学習
の達成度を評価し、発展させるための課題に取り組むこ
とによって、看護職としての将来の活動に繋げることで
ある。実習目的は、学生自身が主体的に実習課題を設定
し、看護基礎教育における学びを統合しながらあらゆる
健康レベルにある対象の継続的に全人的な保健医療を提
供するチームの一員として看護を提供するための総合的

図１　本教育プログラムで育成する能力
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な看護実践能力、看護の質を保証する管理能力、および
看護専門職としの自律性を養うことである。なお、本実
習は厚生労働省の指定規則では「看護の統合と実践」に
含まれるものである。

総合テーマ実習目標として、以下の４点を示してい
る。

（1）実習課題の選択、実習計画の立案、実践、実習の振
り返りの意見交換のすべてを通じて、主体的に展開す
ることで、専門職種としての自律性を身に付けること
ができる。

（2）これまでに習得した知識・技術を統合し、生活者と
しての人間への深い理解に根差し、対象者のアセスメ
ント及びエビデンスに基づいて、対象の主体性を尊重
した看護実践ができる。

（3）チームの一員として連携・協働し、対象者に看護援
助を提供できる。

（4）保健医療提供システムにおける保健・医療・福祉の
連携と課題を考えることができる。

４．島嶼での総合テーマ実習の展開方法
実習スケジュールとしては、T 島の急性期病院の Y

病院を軸として、学生のテーマに応じて診療所、訪問看
護ステーション、児童発達支援事業所、地域包括支援セ
ンター等の地域へ出向き、地域包括ケアに求められてい
る能力について可視化し、俯瞰して看護の醍醐味につい
て再考できるよう調整した。具体的な主な方法は以下に
示す。

（1）シャドウイングによる実習
自己の課題や疑問の明確化、実習で観察すべきことを

意識化し、５日間のシャドウイング実習に臨んだ。「ロー
ルモデル（看護師）の後ろを影のようについてまわる」
というシャドウイングによって、看護師の目に見えない
頭の中の思考に着目し「何を考えて、そうしたのか」と
思考と行動を分け、考えることができるため、看護師の
看護過程が理解しやすい。学生が主体的に観察や看護師
等にインタビューを行いやすい環境を整え、俯瞰して考
察できることを意図した。

（2）ポスター発表を用いた学びの振り返りと共有
実習施設でのカンファレンスでは、実習に関わった施

設指導者や他の学生に対し、学びをポスターにまとめプ
レゼンテーションするという形式とした。実習後のプレ
ゼンテーションは知の共有として教育効果を高め、ま
た、学生の経験したことの本質は何かについて再考し理
論を組み立てる力を高めやすい利点がある4）といわれて
いるため活用した。

５．分析方法
分析方法は質的帰納的分析方法とした。実習終了後に

学生が提出した最終レポートから、実習を通して何を学
んだのかを分析の視点とした。データの意味内容を繰り
返し読み込み、文脈を捉え、実習による学びの記述を抽
出し、その意味の類似性を基に分類し、サブカテゴリ、
カテゴリと抽象化した。

分析後、質的研究の経験者３名にカテゴリを検討して
もらい、分析の厳密性を高めた。

６．倫理的配慮
対象者には研究の趣旨、個人情報の保護、研究協力は

自由意志によるもの、成績評価には一切関係ないこと、
研究目的以外に使用しないこと、関連学会で発表するこ
と、および個人が特定されることはないこと、分析終了
後５年経過したら廃棄することを口頭と書面で伝え同意
を得た。なお、本研究は本学疫学研究等倫理委員会で承
認を得て（受付番号：170383（333）疫 - 改2）実施した。

結果
１．研究協力者の概要

対象者９名（男性１名、女性８名）のうち、研究協力
者は９名（同意取得率100％）であった。テーマに関し
ては小児が３名、母性が２名、災害が２名、退院支援が
１名、終末期が１名であった。（表１：各研究協力者の
実習の概要）

２．島嶼での看護学実習における学びに関する記述（表
2）
実習のまとめのレポートから学生が得た学びとして

102の記述を抽出し、21サブカテゴリにまとめ、最終的
に７カテゴリを抽出した。以下、カテゴリを【　】、サ
ブカテゴリ〈　〉、記述内容「　」で表した。なお、分
析は、テーマによって看護の学びについて偏りは生じて
いなかった。

1）【離島の保健医療福祉における条件の不利性】
「ハイリスクな対象は重度となると本土や沖縄に搬送

される現状があることがわかった」などの〈ハイリスク
患者の本土搬送〉、「Y 病院には様々な島から患者さんが
入院してくるため、病院と自宅との距離が遠く、家族の
負担がとても大きいということがわかった」などの〈医
療機関へのアクセスの悪さ〉、「退院支援の中で、家族が
島外にいて頼れる家族がいないこと、施設も限られてお
り空きがないことなど離島ならではの問題も多く見られ
た」などの〈島内に家族がいない〉という３つのサブカ
テゴリから生成された。学生は、本土にはない物理的距
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離や限られた資源など様々な状況下で看護を実践せざる
を得ないといった、【離島の保健医療福祉における条件
の不利性】を強く認識していた。

2）【地域全体で支える連携・協働の重要性】
「病棟・外来看護師と訪問看護師はとても良く連携が

図れており信頼関係も築けている印象を受けた」などの
〈多様な職種が連携し支えることの重要性〉、「地域で暮
らしている母子や家族と話をする中で「地域で子育てが
できる安心」ということが多く聞かれ、人口が少ない分、
各地域の結びつきが強く協力を得られることがわかっ
た」などの〈地域とのつながりの強さ〉、「多方面からの
視点を共有しケアに繋げるには多職種同士の顔の見える
関係性が必要であると学んだ」などの〈人々との「顔の
見える」関係性〉という３つのサブカテゴリから生成さ
れた。

3）【自身の既有の知識や体験では測れない対象の生活へ
の理解と尊重】

「これまでの実習で帰れないと思っていた患者が実は
帰れるということを学んだ」などの〈自身の思い込みの
間違いへの気付き〉、「異なった文化を理解し、対象の生
活背景・文化を知り、在宅でのケアや退院支援に繋げて
いくことが大切であると学んだ」などの〈地域の文化に
寄り添うケアの大切さ〉、「なぜその人がこのことを大事
にしているのか、価値・信念や文化、そして家族などの
キーパーソンとの関係性などから考え、その人を看るこ
とで見えてくるものの多さに気付くことが出来た」など
の〈対象の価値観・信念を理解する重要性〉、「人と人と
の繋がりや温かさなど、素敵なことも多くあり、ないも

のばかりに目を向けるのではなく、ないものを感じさせ
ないくらい、あるものを育んで成り立っている離島医療
の良い面を感じることができた」などの〈限られた資源
を最大限に活かす発想への転換〉という４つのサブカテ
ゴリから生成された。学生は、なぜ対象がそのことを大
事にしているのか、価値・信条・文化、家族などの関係
性から看ることで見えてくるものの多さに気付き、人々
との関わり合い、文化について学ぶことは楽しいと記述
していた。

4）【患者と「ひとりの人間として関わる」重要性】
「離島での医療は他と比べて、医療者と患者の距離が

近く、医学的な知識の提供だけでなく、精神的な支援が
行き届いていると感じた」などの〈患者と医療者の距離
の近さ〉、「医療者としてどのように関わればよいのかだ
けでなく、一人の人間としてどのように関わるべきなの
か学べた」などの〈ひとりの人間として関わることの重
要性〉という２つのサブカテゴリから生成された。学生
は、医療従事者は医療的な知識の提供のみならず、患
者・家族にとって温かく、支えとなる存在であるとシャ
ドウイングを通して感じ取り、患者一人一人の幸せにつ
いて考えることの大切さに気付いていた。

5）【対象を「生活者として捉える」視点の重要性】
「問診から丁寧にバックグランドを理解し、個別性の

高い看護を提供していることがわかった」などの〈全人
的に捉える必要性〉、「今回の実習の中で、辛い想いや悩
みを抱えている母子との会話の中で、信頼関係の必要性
を改めて学ぶことができた」などの〈患者との信頼関係
の大切さ〉、「病棟の看護師さんがよく患者さんの話に耳

表１　研究協力者の実習の概要



─ 15 ─

表２　島嶼での看護学実習における学び
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を傾けていた姿が印象的だった」などの〈思いを引き出
し支援することの重要性〉という３つのサブカテゴリか
ら生成された。学生は、看護師は対象の疾患・治療だけ
ではなく、思いや周囲の状況等を全人的に捉えることの
大切さ、そのためには対象に真意を語ってもらえる存在
であることや対象の思いを看護師として日々の関わりか
ら理解することが重要であると気づいていた。

6）【看護職としてのアイデンティティの再考】
「この実習で多くの看護職から「離島看護に対する想

い」を聞かせて頂いた」などの〈看護職の看護への強い
思いに触れる体験〉、「退院支援の中で一番重要となるの
は本人と家族の思いであり、その思いを聞き出せる看護
師の存在は大きいと気付いた」などの〈多職種連携での
看護職のリーダーシップ〉、「観察して判断したものを医
師などに伝える、あるいは治療や搬送に繋げられるよう
な行動力も必要であることを学んだ」などの〈看護職に
求められる観察・判断力〉という３つのサブカテゴリか
ら生成された。学生は、シャドウイング実習を通して、
島嶼の現状をなんとかしたい、支えたいといった看護師
の強い思いに触れて、改めて自己がどのように対象と関

わるべきなのか、どのような能力が必要なのかについて
考えていた。

7）【対象の「生きる」を伴走する支援の大切さ】
「看護者を目指す人間として、対象を受け止める力、

育てる力、支える力をもっと身に付けなければならない
と感じた」などの〈患者・家族と一緒に悩み・支える姿
勢の大切さ〉、「患者さんだけでなく家族についても考え
ながら、最良の退院調整を行っていくことが大切だと学
ぶことができた」などの〈家族支援の重要性〉、「子ども
と家族の地域での生活は続いていくため、日々の生活の
中での問題点を探すのではなく、子どもや家族の頑張っ
ていること、子どもの成長を発見することにより、地域
で暮らす喜びを感じることが出来るのだと考える」など
の〈小児ケアでの療育の視点の重要性〉という３つのサ
ブカテゴリから生成された。

考察
2019年に調査した本土 K 市での地域・在宅看護学実

習での学生の学び5）と比較すると、今回の島嶼看護学実
習では、【離島の保健医療福祉における条件の不利性】
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【自身の既有の知識や体験では測れない対象の生活への
理解と尊重】【患者と「ひとりの人間として関わる」重
要性】【地域全体で支える連携・協働の重要性】【看護職
としてのアイデンティティの再考】のカテゴリが特徴的
であった。これらのカテゴリは、地域ケアを担う看護師
に必要不可欠な能力である「その人らしさを尊重する能
力」「状況・環境に応じた工夫ができる能力」「地域の資
源やサービスに繋ぐ能力」「専門職として自己研鑽する
といった能力」に該当するものであるが、地域ケアを担
う看護師に不足しがちな能力3）ともいわれている。

そこで、今回の島嶼での１週間という短期間の実習の
なかでもこれらの学びを得ていた理由・背景について学
生の記述内容、サブカテゴリなどから分析することによ
り、島嶼をフィールドとした実習の有用性について考察
する。

1．「認知的不協和」（島嶼への思い込み・偏見）がもた
らす学習効果
看護実践能力は、看護過程を展開し看護上の意味を見

出していく看護者自身の認識に大きく依存しており、ま
ず、対象をどう捉えるかはその後の看護展開と提供する
看護の質を左右する6）。また、在宅ケアとは、治療が最
大の目的となる病院でのケア（医療モデル）とは異なり、
より自分らしく生きることを支援するもの（生活モデ
ル）である。つまり、在宅ケアを実践する看護職は、対
象を患者として捉えるのではなく、生活者として捉え、
対象のその人らしさを尊重する視点をしっかり持つこと
が不可欠である。このためには、対象の思いを対象の立
場から感じ、理解することが必要である。これには、「相
手の立場に立つ」能力が不可欠である。

薄井7）は、看護が相手の生きること、生活すること全
体に関わる働きだから、その人の状態をこちら側から見
つめているだけでは相互浸透は起こり得ないし、その人
とまるごと関わっているとは言えないのである。feelings
は、人間が置かれた状況の中でその人に引き起こされて
くるものであるから、その人の置かれた状況に自分を放
り込んでみないことには感じることは難しい、と相手の
立場に立つことの困難さと追体験の重要性を述べてい
る。また、黒澤8）は、生活支援者には自己の価値観、知
識、技法がどのようなものかを気づき、感じ取るという
自己理解（自己覚知）と対象の価値観を深く配慮するこ
とが必要である、そうでなければ支援者側の論理となり
対象自身の側からの視点が欠けてしまう、と述べてい
る。

しかし、本研究では、〈自身の思い込みの間違いへの
気づき〉〈地域の文化に寄り添うケアの大切さ〉〈対象の
価値観・信念を理解することの重要性〉〈限られた資源

を最大限に活かす発想の転換〉という【自身の既有の知
識や体験では測れない対象の生活への理解と尊重】につ
いて学んでいた。このカテゴリの記述内容をみると、「T
島のイメージとして、人的にも物的にも不足しているた
め、地域の人々も医療者も医療に対して「もっとこう
だったら良いのに」というように要望や願いが強いので
ないかと予想していたが、実際に現地で学び、自己の間
違いに気づくことができた」「実習前私は、離島医療は
限られた資源しかなく、患者さんが安心し・安全な医療
を受けるには多くの不便なことがあるのではないかと考
えていたが、実習をさせて頂き、自分の考える間違いに
気づくことができた」「不便であったり人的にも物的に
も不足しているが、そこで「仕方ない」というのではな
く、その中で自分達になにが出来るのかということを考
え、最大限の看護を提供する。これこそが私が今回の実
習で学んだ最も大きなものであり、最も大切にすべき姿
勢である」など、実習前に抱いていた島民の生活へのネ
ガティブなイメージと実際に目の当たりにした暮らしぶ
りとの間に生じたズレ、いわゆる「認知的不協和」が新
たな気づきや学びを導いたという内容であった。「認知
的不協和」とは9）10）、自己の認知（自己や、自己をとり
まく環境に関する意見・信念・行動など）と現実（新し
く遭遇した情報）との間に生じた不協和（不一致）であ
り、その不協和の存在は、不協和を低減、または除去す
る圧力を生ぜしめ、認知学習への内発的動機づけの一つ
である。すなわち、本研究では、学生の持っている島嶼
への既存の知識や予測と実際の島嶼での出来事が一致し
ない「認知的不協和」が、あらためて対象を見つめるな
どの学習行動を動機づける大きな要因となったものとい
える。そして、その動機づけによりあらためて実習対象
を見つめた際に、対象は自分とは異なる、「多様で独自
な文化を有する生活者である11）」ことを体感できたこと
が、〈自身の思い込みの間違いへの気づき〉という自己
の価値観への覚知と、〈対象の価値観・信念を理解する
ことの重要性〉〈地域の文化に寄り添うケアの大切さ〉

〈限られた資源を最大限に活かす発想の転換〉という対
象の価値観への深い配慮という【自身の既有の知識や体
験では測れない対象の生活への理解と尊重】の学習を強
化することになったのではないかと考える。

2．「島嶼において実習に関わる人々」がもたらす学習
効果
新道12）は看護の実践力育成のためには学生が実習する

場として学生を取りまく人間関係の重要性を述べてい
る。今回の実習において学生を取りまいている島嶼の
人々の特徴と学生の学びとの関連について考察してい
く。
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T 島には皆で助け合うという「結い」という精神があ
り、「結い＝結合＝共同＝協働」を意味し、シマという
共同体社会で相互扶助の精神として大切にするという文
化があり13）、「支え合い生きる」という文化が島民、専
門職にも浸透している。また、森14）は、小規模島嶼の看
護職は「専門職としての就業の場」でありながら「一住
民としての生活空間としての場（地域構成員の一員）」
といった幾重もの関係性を保有しながら島民に介在する
ことになり、この「境界線上に生きる」ことで看護実践
の拡がりが生じると述べている。このような人々による
看護実践の特徴について、吾郷ら15）は、【患者のために
思いやりの心を働かし】【手抜かりがないように】、【い
ろいろな所に注意を行き届かせる】という、「目配り・
気配り・心配り」による看護実践であり、【いろいろな
所に注意を行き届かせる】の中には、病院、患者の入所
施設、薬や腰部の取扱店、自治体や警察、消防署など地
域全体と連携しながら、患者の生活全般に注意を行き届
かせているなど、保健、医療、介護（福祉）の総合化が
想定できるカテゴリが多く含まれているとしている。ま
た、〈家族を話題にして患者と会話する〉が“しま”の
看護の特徴のひとつであると報告しており、その背景に
は看護職と患者（島民）との密接な距離感や関係性があ
るとしている。

今回の T 島での実習レポートにおいても、「離島にお
ける医療や地域との連携の輪「結」を見ることができた」

「T 島は地域が密に繋がっているという強みを持ってい
る」などの〈地域とのつながりの強さ〉や「顔の見える
関係であるからこそ、強い信頼関係があり早目の対応が
行われている」「多方面からの視点を共有しケアに繋げ
るには多職種同士の顔の見える関係性が必要であると学
んだ」などの〈人々との「顔の見える」関係の重要性〉、

「離島での医療は他と比べて、医療者と患者の距離が近
く、医学的な知識の提供だけでなく、精神的な支援が行
き届いていると感じた」「T 島の人の温かさが患者さん
と看護師さんの関係をより良いものとしているのではな
いかと思った」などの〈患者と医療者との距離の近さ〉、

「この実習を通して、とても温かい人と多く出会うこと
ができた」などの〈ひとりの人間として関わることの重
要性〉について記述しており、そこから【地域全体で支
える連携・協働の重要性】、【患者と「ひとりの人間とし
て関わる」重要性】という学びを得ていた。これらの記
述にある今回の学生の体験は、Yonemasu ら16）が報告し
ている離島での看護学実習における体験と同様であっ
た。すなわち、これらの学生の学びには、Ｔ島の人々な
らではの患者・家族や多職種との向き合い方や関係性が
影響したのではないかと考える。

次に、島嶼での実習において学生は、「島の現状を何

とかしようとか、支えたいという思いから“医療者とし
て何ができるか”という強い思いで働いているのだと感
じた」などの〈看護職の看護への強い思いに触れる体
験〉、「退院支援の中で一番重要となるのは本人と家族の
思いであり、その思いを聞き出せる看護師の存在は大き
いと気付いた」などの〈多職種連携での看護職のリー
ダーシップ〉、「24時間医師がいないという状況があるか
らこそ、看護職には正常か異常かだけではなく、日々変
化がないか観察する力が求められる」などの〈看護職に
求められる観察・判断力〉について記述しており、【看
護職としてのアイデンティティの再考】という学びを得
ていた。

島嶼で働く看護職に求められている役割をみると、中
川ら17）は、限られた医療資源や医師不足という深刻な環
境の中では、医師に代わって看護師に基本的な処置や搬
送の判断が迫られる、基本的な応急処置や搬送が確実に
でき、専門的な医療につなげられることが大切である、
不足する職種の兼任もできる幅広い知識や経験が求めら
れる、と述べている。また、島嶼の看護師は‘幅広いジェ
ネラリスト’であり、その役割を担うためには、医療や
福祉分野といった、伝統的にはヘルスケア提供者と協力
関係にあり、他の専門分野に属していた領域から派生し
たケアの要素を提供することが求められるとの報告があ
る11）。

臨床指導者には、役割モデルとして患者に対する
ヒューマンケアやチームメンバーとの協力関係を形成す
る姿を示すという大きな役割がある11）が、今回の【看護
職としてのアイデンティティの再考】という学生の学び
は、島嶼で働く看護職がそこで担っている役割を果たそ
うとする姿から学び取ったものと考える。

本研究の限界と課題
本研究は、T 島での看護学実習での学びを抽出し島嶼

をフィールドとした実習の有用性を検討した。しかし、
島嶼といっても地理的条件や医療的環境の厳しさなど条
件は異なり、その特徴は必ずしも同じではない。また、
本研究では「島民との心的距離の近さ」や「専門職と地
域構成員という境界線上で生きている看護職」などの特
徴を、島嶼看護学実習に関わる人々の強みとして挙げた
が、へき地で働く看護師が直面する看護上の問題の背景
になっているという報告15）もある。したがって、島嶼に
おける看護学実習の教育効果については、今後も検討し
ていく必要がある。 

結論
T 島での看護学実習を行った学生９名の最終レポート

の記述内容を質的帰納的に分析した結果、学生は、１週
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間という短期間の実習のなかでも、【離島の保健医療福
祉における条件の不利性】【自身の既有の知識や体験で
は測れない対象の生活への理解と尊重】【地域全体で支
える連携・協働の重要性】【患者と「ひとりの人間とし
て関わる」重要性】【対象を「生活者として捉える」視
点の重要性】【対象の「生きる」を伴走する支援の大切
さ】【看護職としてのアイデンティティの再考】を学ん
でいた。これらの学びは、地域ケアを担う看護師に必要
不可欠な「その人らしさを尊重する能力」「状況・環境
に応じた工夫ができる能力」「地域の資源やサービスに
繋ぐ能力」「専門職として自己研鑽するといった能力」
を網羅していた。

したがって、今回の研究結果は、教育フィールドとし
ての島嶼の有用性を示唆する資料になり得ると考える。
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Abstract
For five years from October 2015 to March 2019, we worked to develop nurses who would support living in remote is-
lands and remote areas until the end. In this study, we analyzed the reports of 9 students from nursing practice in islands 
conducted as part of this training program qualitatively and inductively, categorized them based on the similarity of mean-
ing, and made the islands a field. We examined the usefulness of the training. As a result, students [disadvantages of con-
ditions in health care and welfare on remote islands] [understanding and respect for the lives of objects that cannot be 
measured by their own existing knowledge and experience] [importance of cooperation and collaboration supported by the 
entire region] Gender] [Importance of “relationship with the patient as a human being”][Importance of the viewpoint of 
“taking the object as a consumer”] [Importance of support that accompanies the object’s “living”] [Identity as a nurse] Re-
thinking] was learning. In other words, the students were learning about the abilities needed to support the subject’s life to 
the end, suggesting the usefulness of the islands as an educational field.




